
第 80号  ねりまの文化財 平成 22年 (2010)9月

文
化
財
に
親
し
も
う
‥

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

今
年
も
文
化
の
秋
に

「東
京
文
化
財
ウ
イ

ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
毎
年

Ｈ
月
１
日

か
ら

Ｈ
月
７
日
ま
で
の
７
日
間
は

「文
化
財

保
護
強
調
週
間
」
で
す
。
こ
の
期
間
に
全
国

各
地
で
文
化
財
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に
、

様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
で
は
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
都
内
全
域
で
文
化
財
を

一
斉
に
公
開

す
る
と
と
も
に
、
関
連
し
た
企
画
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

■
企
画
事
業

１０
月
１
日
（金
）
～

１１
月

３０
日
（火
）

練
馬
区．
の
企
画
事
業

□
国
登
録
文
化
財

「佐
々
木
家
住
宅
主
屋
」
の

特
別
公
開

□
東
京
９
区
文
化
財
古
民
家
め
ぐ
り

□
ふ
る
さ
と
文
化
講
座

ロ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

□
石
神
井
城
跡
発
掘
パ
ネ
ル
展

□
特
別
展

「御

・
鷹

。
場
‐
徳
川
将
軍
家
の
鷹
狩
こ

■
公
開
事
業

１０
月

ｍの
日
（土
）
～

１１
月
７
日

（日
）

区
内
の
国
お
よ
び
都
指
定
の
文
化
財
が
公

開
さ
れ
ま
す
。

《
解
説
会
》

「石
神
井
城
跡
解
説
会
」

「尾
崎
遺
跡
出
土
品
解
説
会
」

※
各
事
業
の
詳
細
は
本
紙
２
～
３
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
ガ
イ
ド
冊
子

「東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
」

９
月
下
旬
に
練
馬
区
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
財
係

（区
役
所
本
庁
舎

１１
階
）
や
区
立

図
書
館
な
ど
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。
東
京

都
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
ま
す
。
練
馬
区
以
外
の
事
業
に
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日

（日
）
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
１
７
ン
Ｊ

国
登
録
記
念
物

牧
野
記
念
庭
園

（牧
野
富
太
郎
宅
跡
）

平
成

２‐
年
１
月
に
国
の
登
録
記
念
物

雀
退

跡

。
名
勝
地
関
係
）
と
な

っ
た
牧
野
記
念
庭

園
が
、
改
修
工
事
を
終
え
て
新
た
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
牧
野
富
太
郎
博
士

（
一
人
六

二
―

一
九
五
七
）
の
住
居
跡
を

一
部
再
現
し
、

資
料
展
示
室
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
牧
野

博
士
は
、
世
界
的
に
有
名
な
植
物
学
者
で
、

晩
年
の
約

３０
年
間
を
こ
の
地
、
東
大
泉
６
１

３４
‐
４
で
過
ご
し
ま
し
た
。
庭
園
は
当
時
の

ま
ま
残
さ
れ
、
書
斎
の

一
部
や
牧
野
博
士
が

命
名
し
た
ス
エ
コ
ザ
サ

（写
真
右
）
な
ど
の

植
物
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

【開
園
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（火
曜
日
ｏ
年
末
年
始
休
園
）

【問
合
せ
】
環
境
部
み
ど
り
推
進
課

花
と
み
ど
り
の
相
談
所

０
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第 80号  ね りまの文化財 平成 22年 (2010)9月

区
内
の
目
指
定

・
都
指
定
文
化
財
が
公
開
さ
れ
春
す

◇
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（国
指
定
天
然
記
念
物
）

白
山
神
社
の
２
本
の
ケ
ヤ
キ
は
、
い
ず
れ

も
樹
齢
約

９００
年
と
推
定
・

さ
れ
る
全
国
で
も
有
数

↓
一

の
巨
木
で
す
。
源
義
家

一一．

が
永
保
鶉
許
牲
ｂ
４
一

一こ
、
「後
三
年
の
役
」

．

に
降
し
て
戦
勝
を
祈
願

し
て
苗
を
奉
納
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【所
在
】
練
馬
４
１
２
　
白
山
神
社
境
内

【交
通
】
豊
島
園
駅

（西
武
豊
島
線

。
都
営

大
江
戸
線
）
下
車
徒
歩
５
分

◇
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

（国
指
定
天
然
記
念
物
）

三
宝
寺
池
の
中
央

「中
の
島
」
周
辺
を
範

囲
と
し
、　
コ
ウ
ホ
ネ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、　
ハ
ン

グ
シ
ョ
ウ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
な
ど
の
水
生
植
物

を
中
心
に
貴
重
な
植
物
相
が
み
ら
れ
ま
す
。

◇
石
神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
池

（都
指
定
旧
跡
）

三
宝
寺
池
は
武
蔵
野
三
大
湧
水
池
の

一

つ
で
、
石
神
井
川
の
水
源
の
一
つ
に
も
な
つ

て
い
ま
し
た
。
三
宝
寺
池
南
側
の
台
地
に
石

神
井
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
城
は
中
世
豊

島
氏
の
拠
点
の
一
つ
で
し
た
。

【
所
在
】
石
神
井
台

一
丁
目

都
立
石
神
井
公
園
内

【
交
通
】
石
神
井
公
園
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車
徒
歩

２０
分

◎
石
神
井
城
跡
発
掘
パ
ネ

ル
展

石
神
井
城
跡
主
郭
跡
の
公
開
期
間
中
、
主
郭

内
で
発
掘
パ
ネ
ル
展
を
行

っ
て
い
ま
す
。

【
日

時

】

１０

月

３０

日

（
土

）
～

Ｈ

月

７

（
日

）

午
前
９
時

３０
分
～
午
後
４
時

３０
分

問
合
せ
は
石
神
井
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
お
、　
Ｈ
月
３
日

（水

・
祝
）
午
前

Ｈ
時

に

３０
分
程
度
の
石
神
井
城
跡
解
説
会
を
行

い
ま
す
。
当
日
現
地
受
付
　
※
荒
天
中
止

問
合
せ
は
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

◇
丸
山
東
遺
跡
方
形
周
溝
墓

出

土

品

　

（都
指
定
有
形
文
化
と

大
泉
町
三
、
四
丁
目
に
所
在
し
た
丸
山
東

遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
４
号
を
中
心
に
出
土
し

た
弥
生
式
土
器

１２
点

・
ガ
ラ
ス
玉

７．
点

・

管
玉
５
点

・
鉄
剣
１
口
で
す
。
武
蔵
野
台
地

に
お
け
る
弥
生
時
代
後
期
後
半
の
方
形
周
溝

墓

一
括
出
土
品
と
し
て
秀
逸
で
す
。

【所
在
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

◇
小
野
蘭
山
墓
及
び
墓
誌

（都
指
定
有
形
文
財
）

小
野
蘭
山

（
一
七
二
九
～

一
人

一
〇
）
は

江
戸
時
代
中
期
の
本
草
学

（博
物
学
）
者
で

す
。
大
正

１２
年
の
関
東
大
震
災
の
罹
災
に
よ

り
浅
草
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

【
所
在
】
練
馬
４
１
２７
　
迎
接
院
墓
地
内

（十

一
ヶ
寺
内
）

【
交
通
】
豊
島
園
駅

（西
武
豊
島
線

・
都
営

大
江
戸
線
）
下
車
徒
歩
５
分

◇
尾
崎
遺
跡
　
（都
指
定
史
り

春
日
小
学
校
の
建
設
に
あ
た
つ
て
、
発
掘

調
査
さ
れ
た
旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま

で
の
複
合
遺
跡
で
す
。
旧
石
器
時
代
で
も
古

い
時
期
の
石
器
で
あ
る
局
部
磨
製
石
斧
な
ど

尾
崎
遺
跡
出
土
品

（区
指
定
文
化
財
）
が
展

示
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【所
在
】
春
日
町
５
１
１２
　
春
日
小
学
校
内

【交
通
】
練
馬
春
日
町
駅

（都
営
大
江
戸
線
）

下
車
徒
歩
８
分

【
日
時
】
１０
月
３０
日

（土
）
、

３‐
日

（日
）
、

Ｈ
月
３
日

（水

・
祝
）
、　
６
日
（士
）
、

７
日

（日
）
午
前

ｌｏ
～
午
後
４
時

※
校
内
に
立
入
る
際
に
は
必
ず
学
校
の
受
付

に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

◎
出
土
品
解
説
会

Ｈ
月
７
日

（日
）
の

午
前

１１
時
と
午
後
２

時
の
２
回
、
見
学
者

ヘ

解
説
を
行

い
ま
す
。

問
合
せ
は
文
化
財
係

● ● ● 儀
●●●●Oo
O● ●●●●
●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●●

鶯麟量‡鵞‡書
鶯 奮壕 。 ee棗

麟魯鬱暑:

国
登
録
布
形
夫
化
財
　
定

と

物

特

別

ダ

開

「佐
々
木
家
住
宅
主
屋
」

小

竹

町

一
丁

目

に
所

在

す

る

「佐
々
木
家
住
宅

主
屋
」
は
、
平
成

２２
年

１
月

に
国

の
登
録
有
形
文
化

財
と
な

っ
た
同
潤

会
の
分
譲
住
宅
で

す
。
同
潤
会
と
は

関
東
大
震
災
後
の

復
興
策
と
し
て
住
宅
建
設
な
ど
を
目
的
に
設

立
し
た
財
団
法
人
で
す
。
江
古
田
分
譲
住
宅

は
、
昭
和
９
年
に
、
郊
外
型
の
庭
付
き

一
戸

建
て
木
造
住
宅
と
し
て
３０
棟
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
佐
々
本
家
住
宅
は
、
当
時
の
ま
ま
大
切

に
残
さ
れ
た
唯

一
の
も
の
で
す
。

普
段
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
佐

々
木
家
住

宅
主
屋
を
、
住
ん
で
い
た
方
の
話
も
交
え
て

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
日
時
】

１０
月

２４
日

（日
）

午
前

１０
時
と
午
後
２
時
の
二
回

【申
込
み
】
往
復

ハ
ガ
キ
に
希
望
時
間

・
住

所

・
氏
名

（ふ
り
が
な
Ｙ

年
齢

（
１５
歳

以
上
、
中
学
生
を
除
く
Ｙ

電
話
番
号
を

記
入
の
上
、

１０
月
７
日

（木
）
ま
で
に

文
化
財
係

へ
盆

枚
に
つ
き

一
名
）

【定
員
】
各
回

１０
名

（多
数
の
場
合
、
抽
選
）

詳
細
は

「ね
り
ま
区
報
」
９
月
２‐

日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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第 80号 ね りまの文化財 平成 22年 (2010)9月

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
タ
ガ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

石
神
井
公
園

ふ

る

さ

と

文

化

館

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
は
、
豊
か

な
歴
史
や
自
然
に
恵
ま
れ
た
石
神
井
公
園
に

隣
接
す
る
場
所
に
、
今
年
３
月

２８
日
に
開
館

し
ま
し
た
。
練
馬
区
の
歴
史
や
伝
統
文
化
、

自
然
な
ど
に
つ
い
て
、
体
験
し
な
が
ら
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
観
光
情
報
も
発
信
す

る
新
し
い
博
物
館
で
す
。
ぜ
ひ
石
神
井
公
園

ふ
る
さ
と
文
化
館
を
ガ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
区
内
の
文
化
財
巡
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

○
住
所
　
一Ｔ
ｌ
７
７
１
０
０
４
１

練
馬
区
石
神
井
町
５
１
１２
‐
‐６

０
電
話
　
０
３
１
３
９
９
６
１
４
０
６
０

０
交
通
　
西
武
池
袋
線

「
石
神
井
公
園
駅
」

下
車
徒
歩

１５
分

○
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

○
休
館
日
　
月
曜
日

年
末
年
始
（月
曜
が
祝

休
日
の
場
合
、
直
後
の
祝
休
日
で
な
い
日
）

１０
月
１
日
か
ら

Ｈ
月

３０

月
ま
で

２３
区

内
に
あ
る
９
軒
の
文
化
財
古
民
家
が

「東
京

９
区
文
化
財
古
民
家
め
ぐ
り
」
と
し
て
公
開

さ
れ
ま
す
。
練
馬
区
で
は
明
治

２０
年
代
に
建

て
ら
れ
た
区
指
定
文
化
財
「旧
内
田
家
住
宅
」

を
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
合
わ
せ

て
、
「旧
内
田
家
住
宅
」
の
解
説
会
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に

「練
馬

・
板
橋
古
民
家
め
ぐ
り
」

も
行
い
ま
す
。

○

「旧
内
田
家
住
宅
解
説
会
」

【
日
時
】

Ｈ
月

１４
日

（日
）
午
前

Ｈ
時

【
講
師
】
東
北
芸
術
工
科
大
学
講
師

三
浦
　
卓
也

【会
場
】
旧
内
田
家
住
宅

（石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
隣
接
）

【申
込
み
】
当
日
現
地
受
付

○

「練
馬

。
板
橋
古
民
家
め
ぐ
り
」

「旧
内
田
家
住
宅
解
説
会
」
参
加
の
後
、
午

後
か
ら
板
橋
区
徳
丸
に
建

つ
江
戸
期
の
古
民

家

「旧
粕
谷
家
住
宅
」
の
解
説
会
に
参
加
で

き
ま
す
。
移
動
は
各
自
で
交
通
機
関

（路
線

バ
ス
）
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【定
員
】

２０
名

（抽
選
）

【
申

込

み

】

１０

月

２‐

日

（
木

）

～

Ｈ

月

２

日

（火
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

ヘ

展
覧
会

ふ
る
さ
と
文
化
講
座

い
ず
れ
の
講
座
も
、
【定
員
】
‐Ｏｏ
名

【会
場
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

【申
込
み
】
電
話
で
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

へ

（無
料
、
先
着
順
）

※
詳
細
は
、
募
集
開
始
日
直
前
の

「ね
り
ま
区
報
」
各
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
展

「御

・
鷹

・
場

‐
徳
川
将
軍
家
の
鷹
狩
止

ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

「わ
が
ま
ち
練
馬
の
風
景

‐
奥
下
義
昭
染
色
画
か
ら
」

展
　
覧
　
〈
本
　
名

Ｈ
月

２０

日

（土
）
く

１
月

１６

日

（
日
）

１０
月

２３
日

（土
）
～

Ｈ
月

２８
日

（日
）

〈
不
　
　
　
　
枷別

一
般

３００
円
、
高
校
生

。
大
学
生

２００
円
、

６５
歳
以
上
～

７５
歳
未
満
。障
害
者

‐５０
円

中
学
生
以
下
と

７５
歳
以
上
は
無
料

無
料

観
　
覧
　
料

練
馬
の
民
間
信
仰

友
禅
の
成
り
立
ち

東
京
近
郊
の
年
中

行
事

風
土
が
生
み
出
し

た
食
文
化

講
　
座
　
名

Ｈ
月

２７
日

（土
）

午
後
２
時
～
４
時

Ｈ
月

２‐
日

（日
）

午
後
２
時
～
３
時

３０
分

１０
月

１７
日

（日
）

午
後
２
時
～
４
時

１０
月

１‐
日

（月

。
祝
）

午
後
３
時
～
４
時

３０
分

日
　

時

法
政
大
学
講
師

菊
地
　
照
夫

伝
統
工
芸
士江

上
　
国日
幸

二
松
学
舎
大
学
講
師

田
中
　
正
明

食
文
化
研
究
家

加
藤
　
智
春

講
　
師

Ｈ
月

Ｈ

日

（木
）

Ｈ
月
２
日

（火
）

１０
月
１
日

（金
）

９
月

２２
日

（水
）

募
集
開
始
日
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文
化
財
を
次
代
に
伝
え
る

文
化
財
保
護
推
進
員
の
紹
介

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
制
度
は
、
区

の
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
昭
和

６３
年

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

２２
年
４
月
１
日

付
で
、
第

１２
期
練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員

に

１２
名
の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
２

年
で
す
。

１１
名
が
再
任
さ
れ
、
前
期
に
富
士

見
台

・
南
田
中
地
域
を
担
当
し
て
い
た
蛤
川

葉
子
さ
ん
の
後
任
と
し
て
岩
崎
秀
男
さ
ん
が

就
任
し
ま
し
た
。

練
馬
区
は
人
口
が

７０
万
人
を
超
え
、
今
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
都
営
大
江
戸
線
な

ど
が
乗
り
入
れ
、
交
通
の
便
も
よ
く
な
り
、

区
内
の
様
子
も
変
わ
り
ま
し
た
。
武
蔵
野
の

面
影
を
み
せ
て
い
た
雑
木
林
や
田
畑
の
広
が

る
景
観
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
路
傍
の
石
造

物
な
ど
の
文
化
財
も
開
発
に
よ
り
消
滅
し
て

い
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
推
進
員
の

方
々
は
下
図
の
と
お
り

１２
に
分
け
た
区
内

の
各
地
域
を
担
当
し
て
、
巡
回
し
、
文
化
財

の
現
状
を
確
認
、
聞
き
取
り
調
査
す
る
な
ど

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
財
関
係
事
業
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
文
化
財
保
護
の
重
要
性
を
区
民
に
伝

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
内
容
や
結

果
は
、
年
に
３
回
開
催
さ
れ
る
推
進
員
連
絡

会
で
文
化
財
係
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
近
な
文
化
財
を
守
り
、
次
代

へ
と
伝
え
て
い
く
う
え
で
、
大
変
重
要
な
役

割
を
担

つ
て
い
る
文
化
財
保
護
推
進
員

の

方

々
の
活
動
に
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

⑥須賀 頼子⑤鷲田 芳夫④佐藤 光治③鈴木 曹元②飯田 静江①田澤 健男

⑫鈴木 義範①松下 真理⑩奥野 雅司⑨長坂 淳子③徳川 達子⑦岩崎 秀男

―
池
淵
遺
跡
第
九
次
調
査
―

遺
跡
見
学
会
を
行
い
ま
し
た

池
淵
遺
跡
（石
神
井
町
五
丁
目
）
に
お
い
て

５
月

Ｈ
日
か
ら

２６
日
ま
で
東
京
都
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
、
縄
文
時
代
後
期
の
遺
構
や
土
器
、
石

器
が
出
土
し
ま
し
た
。

５
月

１９
日
（水
）
に

行

っ
た
遺
跡
見
学
会

は
、
雨
天
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
約

５０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
、
発

掘
調
査
報
告
書
が
刊

行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

一弟
２２

回
練
馬
区
伝
統

工
芸
展

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
心
と
技

が
込
め
ら
れ
た
作
品
の
数
々
。
こ
の
機
会
に

是
非
、
練
馬
の
伝
統
工
芸
に
触
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
よ
う
？

日
時
　
１０
月

２９
日
（金
）
～

３‐
日
（日
）

午
前

１０
時
～
午
後

５
時

会
場
　
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ピ
ア
レ
ス
Ａ
棟
２
階

。
３
階

内
容
　
展
示

。
実
演

・
販
売

・
体
験

コ
ー
ナ

ー
他

主
催
　
練
馬
区
伝
統
工
芸
会

後
援
　
練
馬
区

。
練
馬
区
教
育
委
員
会

・

練
馬
区
観
光
協
会
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